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2026年５月15日 
各 位 

上場会社    菊水ホールディングス株式会社 
代表者     代表取締役社長 小林 一夫 

       （コード番号   6912 ） 
問合せ責任者  常務取締役管理本部長 齋藤 士郎 

       （TEL   045-482-6912） 
 

通期業績予想値と実績値との差異及び配当予想の修正(増配)に関するお知らせ 

 

 当社は、2025年５月15日に公表いたしました2026年３月期の通期業績予想値と本日公表の実績値に下記のと

おり差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 また、2026年５月15日開催の取締役会において、2026年３月期の期末配当予想を下記のとおり修正すること

を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想値と実績値との差異について 

2026年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異(2025年４月１日～2026年３月31日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 
13,500 

百万円 
2,050 

百万円 
2,150 

百万円 
1,450 

円 銭 
174.28 

実 績 値 （ Ｂ ） 14,687 2,135 2,270 1,609 193.38 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 1,187 85 120 159  

増  減  率 （ ％ ） 8.8 4.1 5.6 11.0  

( 参 考 ） 前 期 実 績 
( 2 0 2 5 年 3 月 期 ） 

13,429 1,997 2,122 1,439 173.41 

 

差異の理由 

   売上高は、好調な車載関連市場、エネルギー関連市場、半導体関連市場及びデータセンター関連市場等に

おける設備投資需要を取り込んだこと、特にこれらの市場へ第４四半期に直流電源、交流電源等の電源機器

群の売上が大きく伸びたことや車載関連市場向けの特注製品の売上等により、前回予想を上回る結果となり

ました。 

  損益面につきましては、海外製品の仕入コストの増加等があったものの、売上高の増収により、営業利益、

経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益はいずれも前回予想を上回る結果となりました。 
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２．配当予想の修正について 

 年間配当金（円） 
第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
（ 2 0 2 6年２月 2 6日発表） 

－ 63.00 63.00 

 (普通配当 53.00) (普通配当 53.00) 

 (記念配当 10.00) (記念配当 10.00) 

今 回 修 正 予 想 

－ 69.00 69.00 

 (普通配当 59 00) (普通配当 59 00) 

 (記念配当 10.00) (記念配当 10.00) 

当 期 実 績 0.00   

（ 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 5 年 ３ 月 期 ） 0.00 53.00 53.00 

 

修正の理由 

当社の利益配当は、株主のみなさまへの利益還元の姿勢をより明確にするため、DOE（連結純資産配当率）

２％以上を安定的な利益還元のベースとしたうえで、連結配当性向30％以上の利益還元を行なう方針として

おります。 

   2026年３月期の普通配当につきましては、上記の方針に基づき１株につき53円から６円増配の59円に修正

いたします。 

  その結果、記念配当10円と合わせて期末配当を69円といたします。 

 

 ※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があり

ます。 

以上 


